
日時：2015年4月18日土曜日 

時間：9時50分～19時00分 
       （9時30分受付開始） 

場所：大阪市西区江戸堀1丁目13番10号 
      住友クラブ 3階 多目的ホール 
      （http://www.sumitomoclub.com/） 
   地下鉄四ツ橋線肥後橋駅下車10号出口よりすぐ、 
    地下鉄・京阪電鉄淀屋橋駅4号出口より徒歩7分 

プログラム（変更が生じる可能性のあることを予めご了承ください） 
午前の部 
急性毒性試験を取り巻く状況とin vitro代替法               高橋祐次先生（国立衛研） 
医療や薬剤のリアルワールドデータを用いた臨床研究は医学や社会をどのように変えていくか  
                                   川上浩司先生（京都大学） 
ランチョンセミナー 
CD-1（ICR）マウス及び rasH2マウスを用いた皮膚発がん性試験 
                                    河部真弓先生（DIMS医科学研究所） 
午後の部 
代謝物安全性評価における薬物動態部門の役割              佐藤英昭先生（田辺三菱製薬） 
反応性代謝物を考慮した非臨床安全性評価の研究             横井 毅先生（名古屋大学） 
医薬品リスク評価  ―非臨床も臨床も人と社会のためにある―        
                                                          中村敏明先生（福井大学） 
毒性質問箱                              編集企画委員会 
イブニングセッション 
委員会・分科会報告、グループディスカッション 

主催：安全性評価研究会http://www.tanigaku.gr.jp/ 
連絡先：03-5911-7022（事務局：スリーエスジャパン） 

参加費 会員：8,000円、非会員：9,000円 
参加申し込みは当会事務局（tanigaku@3sjapan.com）までお願いし
ます。なお、定員（100名）になり次第、締め切らせていただきます。 

http://www.tanigaku.gr.jp/
mailto:tanigaku@3sjapan.com


2015 年 3 月 16 日 
各  位 

【安全性評価研究会  2015 年春のセミナー開催のご案内】（第二報） 
 

2015 年「春のセミナー」の開催案内をお送りいたします。 
今年も住友グループの社交施設「住友クラブ」を利用させていただき開催いたします。

春のセミナーでは「安全性評価におけるラボからリアルワールドへのトランスレーショナ

ルリサーチを考える」をサブテーマに、医療ビッグデータ利用のインパクト、動物実験代

替法に関する講演に加え、安全性評価に関する薬物動態面の課題を特集するセッションを

組みました。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 
なお、参加人数を事前に施設に提出する必要がございますので、申込期限を 4 月 10 日（金）

とさせていただきます。また、大変恐縮ではございますが、定員（100 名）になり次第、締

め切らせていただきます。皆様、出来るだけ早めのお申込みをお願い致します。 
安全性評価研究会 事務局 萩田孝一 

 
記 

 
日 時：2015 年 4 月 18 日（土）9 時 50 分～19 時 00 分（9 時 30 分受付開始） 
場 所：住友クラブ 3Ｆ 多目的ホール（大会議室） 

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1 丁目 13 番 10 号（成泉ビルディング） 
TEL.06-6443-1986、アクセス：http://www.sumitomoclub.com/access.html 
地下鉄四ツ橋線肥後橋駅下車 10 号出口よりすぐ、 
地下鉄・京阪電鉄淀屋橋駅 4 号出口より徒歩 7 分 

          
セミナー参加費： 会員：会員：8,000 円、非会員：9,000 円 
★新規非会員（40 歳以下）は会員価格で参加できます。但し、参加会員 1 名につき、新規

非会員 1 名のみ紹介いただけます。 
★賛助会員企業は非会員の方でも会員価格で参加できます。参加申し込み時に賛助会員と

して参加であることを明記ください。 
企業展示：企業展示スペース（長机一脚分）を用意いたしますので、展示ご希望の方は 
     事前にお申込み下さい。展示費用は無料です。 

http://www.sumitomoclub.com/access.html


 
参加申し込み：申し込み期限 4 月 10 日（金） 
       事務局上西（tanigaku@3sjapan.com）までご連絡ください。 
※住友クラブへは事前に「出席者リスト（氏名）」を提出致します。当日はそのリストに掲

載されている方のみの入場となりますので、申込期限厳守にてお願い致します。 
 
注意） 住友クラブの施設へは“飲食物”の持込みはできません！当日受付時にペットボト

ルの飲料水をお配り致します。また、昼食時にも別途紙パックのお茶をご用意いたします

ので、飲み物のお持ち込みはご遠慮下さい。 
 
＜プログラム＞（変更が生じる可能性のあることを予めご了承ください） 
9:30        受付開始 
9:50-10:05  幹事長開会の挨拶、事務局連絡  

幹事長 鈴木 睦氏（協和発酵キリン） 
事務局 萩田孝一氏（スリーエスジャパン） 

10:05-11:05  急性毒性試験を取り巻く状況と in vitro 代替法 
                             高橋祐次先生（国立衛研） 
11:05-12:05  医療や薬剤のリアルワールドデータを用いた臨床研究は医学や社会をどのよ

うに変えていくか   川上浩司先生（京都大学） 
12:15-12:45  ランチョンセミナー： 

CD-1（ICR)マウス及び rasH2 マウスを用いた皮膚発がん性試験 
                  河部真弓先生（DIMS 医科学研究所） 

13:00-13:45  代謝物安全性評価における薬物動態部門の役割 
      佐藤英昭先生（田辺三菱製薬） 
13:45-14:45  反応性代謝物を考慮した非臨床安全性評価の研究 
      横井 毅先生（名古屋大学） 
14:45-14:55  休憩 
14:55-15:55  医薬品リスク評価  ―非臨床も臨床も人と社会のためにある― 
      中村敏明先生（福井大学） 
15:55-16:35  毒性質問箱    編集企画委員会 
16:35-16:50  新 PV 分科会設立について  PV 分科会 
16:50-17:00 休憩 
17:00-18:55 イブニングセッション：毒性質問箱 編集企画委員 
   各委員会・分科会からの報告 各代表 
  （イブニングセッションでは軽食をご用意しています） 
18:55-19:00 閉会の言葉 幹事長 鈴木 睦氏（協和発酵キリン） 

以上 
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